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一般質問に立つ
（2月定例会議）
一般質問に立つ
（2月定例会議）

編集後記
　3月5日に行われた関西広域連合議会3月議会で、「北陸新幹線敦賀
以西ルート」について、一般質問をさせていただきました。
　この問題は、２月１７日に突然にＪＲ西日本真鍋社長から北陸新幹線
の敦賀以西ルートについて、「小浜ルート案」を提案されました。それに
より、私たちの重要な交通機関である湖西線が「並行在来線」として扱
われるかもしれないという点について、驚きと憤りを禁じ得ません。滋
賀県を通らないのに、湖西線が「並行在来線」で経営分離されることは、
絶対に認められないことです。これからも、反対の活動を続けます。

用
途
に
応
じ

た
木
材
の
選
別
を
適
切
に
行
い
、需
要

先
に
応
じ
た

販
売
を
展
開

し
て
い
く
こ
と

が
、木
材
を
無

駄
な
く
使
え
、

林
業
・
木
材
産

業
の
体
質
強

化
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。

中
山
間
地
域
へ
の
移
住・定
住
を
促
す
空
き

家
活
用
も
含
め
た
住
ま
い
の
確
保
に
つ
い
て

ど
う
取
り
組
む
か

空
き
家
活
用
も
含
め
住
ま
い
の
確
保
を

支
援
し
、市
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
や
施
設
等
の
情
報

を
集
約
し
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
で
積
極
的
に
発

信
す
る
な
ど
市
町
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

知
事

人
口
減
少
が
進
む
地
域
の
廃
校
活
用
に
つ

い
て
、市
町
の
取
り
組
み
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
か

市
町
が
地
域
の
実
情
や
思
い
に
応
じ
た
活
用

方
法
を
検
討
で
き
る
よ
う
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
の

情
報
提
供
を
行
な
う
こ
と
や
市
町
の
廃
校
施
設
の
情
報

発
信
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
予
定
で
、活
用
可
能
な

交
付
金
等
の
照
会
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

知
事

早
く
か
ら
人
口
減
少
が
始
ま
っ
た
地
域
は
必
死

に
取
り
組
ん
で
い
る
。市
町
で
は
発
信
力
が
弱
い

と
思
う
の
で
県
と
し
て
の
取
り
組
み
を
再
度
伺
う

危
機
感
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
市
町
の
取
り

組
み
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
広
域
的
な

発
信
機
能
や
マ
ッ
チ
ン
グ
、制
度
の
補
完
等
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

知
事

人
口
減
少
を
見
据
え
た
滋
賀
県
の

移
住
・
定
住
政
策
に
つ
い
て

県
内
産
木
材
の
販
売
促
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

琵
琶
湖
環
境
部
長

本
県
の
林
業
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か

本
県
の
人
口

林
は
成
熟
期
を
迎
え
て
お
り
、有
効

利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
、生
業
と

し
て
の
側
面
を
重
視
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。林
業
従
事
者
は
大

き
く
減
少
す
る
一
方
で
、50
歳
未
満

の
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、新
規
就

業
者
の
技
術
の
習
熟
が
望
ま
れ
ま

す
。水
源
涵
養
機
能
を
発
揮
さ
せ
、

森
林
資
源
を
有
効
利
用
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

琵
琶
湖
環
境
部
長

森
林
組
合
に
ど
の
よ
う
な
役

割
を
期
待
し
、経
営
指
導
を
含

め
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か

森
林
組
合
の

木
材
生
産
効
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
支
援
を
継

続
し
林
業
技
術
者
の
養
成
、技
術
指
導

を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。「
森
林
組
合

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
」に
取
り
組

み
経
営
基
盤
の
強
化
も
図
り
ま
す
。

琵
琶
湖
環
境
部
長

公
共
建
築
へ
の
県
内
産
木
材
の

活
用
状
況
と
木
材
需
要
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て県

立
高
校

の
教
室
内
装
の
木
質
化
や
自
然
体

験
学
習
施
設
、福
祉
施
設
の
整
備
の

ほ
か
昨
年
度
か
ら
警
察
官
駐
在
所

施
設
の
県
産
材
を
活
用
し
た
木
造

化
の
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。ハ
ー
ド
と
し
て
学
校
の
木
製
学

習
机
、公
共
施
設
等
へ
の
木
製
品
導

入
に
よ
り
、木
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の

創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
環
境
部
長

滋
賀
県
の
林
業
・

木
材
産
業
に
つ
い
て

国道161号青柳北交差点
立体化完成式典(3/27)

　国道161号の青柳北交差点の立体化
が完成し、地元青柳区、上小川区の住民の
皆様をはじめ、国土交通省近畿整備局、滋
賀県、高島市など多くの関係者の方々が
お集まりになり、盛大に式典が開催されま
した。今後、安曇川工区の南の方も来年度
計画が進む予定です。それぞれの工区が
早く進みますように努力してまいります。

　明治19年に「簡易科広瀬小学校」と「簡
易科古賀小学校」が創立され、129年の
歴史と卒業生約5,300人を輩出された高
島市立広瀬小学校の閉校式が3月27日
に行われました。多い時で生徒数350人
おられましたが、今年度末で在校生35人
となり、市として苦渋の選択をされました。
新しい環境のもと生徒の皆さんの健やか
な成長を心からお祈り申し上げます。

高島市立広瀬小学校
閉校式(3/27)

3月10日、与党検討委員会で上記のように
①米原ルート　②小浜・京都ルート　③舞鶴ルート
の3案に絞られました。

関西広域連合会議3月議会
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３月４日  会派会議（議案等協議）

岩手県議会

国際教養大学（秋田県）

１月２９日
定例会議前の知事との政策協議

１月７～１３日
新年度当初予算案聴取

フォトギャラリー

1月26～28日
会派県外行政視察

当初予算額の推移

「
藤
樹
書
院
」の
藤
棚

改
修
の
要
望

県
道
五
番
領・安
井
川
線

「（
仮
称
）新
設
常
安
橋
」の

早
期
着
工
を
要
望

陽
明
学
の
租　

中
江
藤
樹
先
生
の
藤
樹
書
院
の
藤

棚
が
約
80
年
以
上
経
過
し
鉄
骨
も
腐
食
し
相
当
劣

化
し
て
非
常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
た
め
高
島
市
に

お
願
い
し
、28
年
度
に
改
修
予
定
で
す
。

懸
案
で
あ
り
最
重
要
事
業
の
県
道
五
番
領・安
井
川
線

「
常
安
橋
」の
新
設
道
路
橋
梁
に
つ
い
て
、地
元
十
八

川
、川
原
市
両
区
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
、早

期
実
現
の
た
め
滋
賀
県
土
木
部
長
に
要
望
し
ま
し

た
。こ
の
事
業
は
、私
の
政
治
活
動
を
続
け
て
い
く
中

で
完
成
を
見
る
ま
で
取
り
組
み
、み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

平成28年1月29日

平成28年1月11日 平成28年2月5日

平成28年3月23日 平成28年3月6日

平成28年度滋賀県一般会計当初予算は10年振りに5,400億円
を超える予算となりました。

一 

級
河
川「
田
井
川
」の

土
砂
の
浚
渫
要
望

地
域
住
民
の
皆
様

か
ら
一
級
河
川
、田

井
川
の
浚
渫
の
要

望
が
あ
り
平
成
28

年
度
、Ｊ
Ｒ
湖
西
線

ま
で
田
井
地
区
の

浚
渫
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

平成28年3月23日

畑 

砂
防
河
川「
見
谷
」

通
常
砂
防
工
事
継
続
要
望

 

上
流
山
腹
の
崩
壊
が

進
み
土
砂
の
流
出
が

生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、地
元
畑
区
か
ら

流
路
工
の
早
期
整

備
の
要
望
を
受
け

て
、平
成
26
年
か
ら

着
工
さ
れ
平
成
27
年

度
区
間
が
完
成
。引

き
続
き
平
成
28
年

度
も
継
続
し
て
整
備

を
す
る
予
定
で
す
。

地
域
住
民
か
ら
要
望

の
あ
っ
た
県
道
の
鴨
交

差
点
の
改
良
工
事
が

平
成
28
年
３
月
下
旬

に
土
地
所
有
者
の
協

力
や
清
水
日
出
夫
市

議
や
地
域
の
皆
様
に

お
世
話
に
な
り
完
成

い
た
し
ま
し
た
。

平成28年3月29日平成28年3月29日

一
級
河
川「
南
川
」の

浚
渫
要
望

地
元
住
民
の
皆
様

か
ら
新
旭
町
藁
園

の
南
川
の
浚
渫
要

望
が
あ
り
、 

平
成
27

年
11
月
末
に
浚
渫

完
了
。地
元
の
石
田

哲
市
議
と
完
了
を

確
認
し
ま
し
た
。

平成28年3月30日

県
道「
小
浜
朽
木
高
島
線
」の

鴨
交
差
点
改
修
要
望

「
海
津
大
崎
ト
ン
ネ
ル
」

ひ
び
割
れ
調
査

マ
キ
ノ
町
の
県
道
西

浅
井
マ
キ
ノ
線
の
大

崎
第
四
隧
道
で
ひ

び
割
れ
が
見
つ
か

り
、４
月
の
海
津
大

崎
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン

ま
で
に
修
復
工
事
を

終
了
。こ
の
隧
道
は

約
80
年
が
経
過
し

て
お
り
、本
格
的
な

工
事
施
工
を
働
き

掛
け
て
い
き
ま
す
。

今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
群
生
地
の

「
木
橋
修
復
」の
要
望

今
津
町
の
観
光
名
所
今
津
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
群
生
地

は
年
に
一
万
人
以
上
の
来
場
者
が
あ
り
、地
元
の

宮
西
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
草

刈
や
清
掃
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。そ
の
群
生

地
の
木
橋
の
劣
化
が

著
し
く
28
年
度
に
高

島
市
で
木
橋
修
復
工

事
着
工
予
定
で
す
。

一 

級
河
川「
鴨
川
」下
小
川
橋

地
先
の
浚
渫
要
望

安
曇
川
町
下
小
川

地
区
か
ら
、下
小
川

橋
付
近
の
堆
積
土
砂

の
撤
去
と
、河
床
の

掘
り
下
げ
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。現
在
平

成
28
年
３
月
に
着
工

さ
れ
、本
年
８
月
に

完
了
予
定
で
す
。

地域要望を受けて現地調査

マキノ高原山開き

今津ザゼンソウまつり

3
6

安曇川町五番領老人会新年会

新旭観光物産プラザ　
スプリングフェア

高島 大溝城史跡発掘調査

地域イベント地域イベント地域イベント地域イベント

3
20

3
26

1
24

12
26

朽木スキー場
ＩＮドクターヘ

リ 訓練

昨年の4月2
8日に京滋ド

クターヘリが
就航し、平成

27

年度で400
回を超える出

動があり、そ
の中で高島市

も

40回を超え
ておりました

。県下でドク
ターヘリの力

に

よって6名の
人命が助かっ

たそうです。

2
8

地域行事に参加させていただ
きました。今後、”区・自治会・団
体等”各種行事がありましたら、
お気軽にお声かけください。


